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国際ベンチマーキングワークショップ
概要 参加者

•欧州ベンチマーキング協議会（ＥＢＣ）が主催するワークショップ

•持続可能性、アセットマネジメント、財務、業務改善方策などのテーマ毎にセッション
が組まれ、各セッションはプレゼンとディスカッションで構成

•期間：１０月２４日（木）～２５日（金） 終日 10/24のセッションで、日本のベンチマーキ
ングの取組をプレゼン（国交省＋横浜市）

•１４カ国（ベルギー、エストニア、フランス、ドイツ、イタリ
ア、日本、ポーランド、シンガポール、スペイン、ス
ウェーデン、スイス、オランダ、イギリス、アメリカ）、６３
名（水事業者、ベンチマーキング専門家、政府機関等）

ングの取組をプレゼン（国交省＋横浜市）

結果概要

•ベンチマーキング手法は様々な効果が考えられるが、今回のワークショップでは、単にベンチマーキングの方法
論だけではなく、エネルギー消費量の削減・平準化など、事業経営の効率化にも資する多くの知見が得られた。

•ベンチマーキングは拒絶→信頼→誇り→停滞というサイクルをたどる（右下図参照）。パフォーマンス向上が一
段落したら停滞しないよう、新たな指標や枠組みを取り入れていく必要がある。（オランダの水会社 Oasenの
プレゼンより）

•各事業体のパフォーマンスを比較するだけでなく、なぜ違いがあるのか詳細に分析しベストプラクティスを共有
し、ソリューションを提示する事で、パフォーマンス向上がはかれる。（アクセンチュアのプレゼンより）

•ブラジル、コロンビアなどでは膨大なデータを集めても役に立たなかった例がある。目的を絞って本当に必要な
データを収集することが望ましい。（日本側プレゼンのディスカッションにおいて）

•小さな自治体からデータを収集するのは大変困難である。日本が1400全自治体のベンチマーキングに取り組む
のは大変困難が伴うと思うが、大変興味深い。継続的に取組状況を報告して欲しい。（日本側プレゼンのディス
カッション等において）

国交省＋横浜市プレゼンの様子 ベンチマーキングのライフサイクル（Oasenオランダの水会社 より）
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国際ベンチマーキングワークショップ
○ベンチマーキングデータ入力(横浜市)○ ンチマ キングデ タ入力(横浜市)

キーワードを使っ
て専用ウェブサイト
にアクセスし、デー
タを入力。

2横浜市はベーシックレベルであり、上記のデータを含めて入力するデータの数は５３、スタン
ダードレベルは６７、アドバンスレベルは、さらに５４のデータが追加される。



国際ベンチマーキングワークショップ
○ベンチマーキング結果レポート(横浜市) 横浜市の指標値とグループ順位（ＥＢＣレポート)

• 横浜市の入力結果は、ＥＢＣレポートの中で、
９指標を対象とした参加事業体中の位置につ
いて評価。

• 順位付けは指標値に基づく4のグルーピング

横浜市の指標値とグル プ順位（ＥＢＣレポ ト)

による他、レーダーチャートを用いた10段
階評価が実施。

• 個別指標についても過去3か年のデータを用
いた評価が実施。

参加事業体
平均値

横浜市

横
浜
市市
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ワークショップ参加メンバー集合写真


